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論 文 内 容 の 要 旨

著者は, カテコールアミン (CA)の分泌および代謝についての臨床的研究を行なうために, 各種内分

泌疾患患者の尿中総メタネフリン (TMN)排推量を測定し, CA値および VMA値と比較して次の成績

を得た｡

1)健康成人尿中 TMN値は0.372±0.090mg/日 で, 男子0.433±0.064gm/冒, 女子0.327士0･083

mg/日と男子に有意の高値を示す｡ 昼間尿が夜間尿より高値であり, CA/TMN比はほぼ一定である｡

2) 甲状腺機能冗進症の TMN値は健康人に比して有意に高 く, かつ性差がない｡ PBI, BMR, 131ト

摂取率の高値にほぼ排浬値増加が一致し, また TSH, Triiodothyronineの負荷によって増加し, 治療に

よって正常化する｡20歳代に高値を示し, 春期に高値, 昼間尿値が夜間値より著明に増加する｡ 以上の結

果本疾患でCA分泌増と自律神経系の反応性の増加を推測し, ｢ 方 Reserpine投与によって TMN値の

減少と症状の改善から臨床症状が CAに仲介されることが推測される｡ 甲状腺機能低下症の TMN値は

有意に高 く, 性差はなく, 治療により正常化する｡ これは機能低下症にみられる興奮性および物質代謝の

低下に対して補償的な CA分泌増が推測される｡ また TMN, TMN/VMA比の著増は MAO活性低下

のためと思われる｡ 慢性甲状腺炎でもTMN値は有意の高値を認める0

3) クローム親和細胞腫5例, 神経芽細胞腫 1例では, いずれも健康人の10-100倍の高排浬値を示し,

CA/TMN比は正常よりやや低値, TMN/VMA比はきわめて高 く, 日内, 日差変動が著明である｡ 鹿虜

摘出術後正常化する｡ 腰湯中のCA含量はきわめて多く, TMN.VMAは微量である｡ CA分泌は塵虜の

大なるものに多いO また分泌 CAのほとんどが循環アミンとして Catecho1-0-methyltransferaseの作

用をうけTMNとして排推されることを認めた｡ 神経芽細胞鹿例で尿中 TMN排滑値の高値を証明した

がCA/TMN, TMN/VMA比は正常人比に近 く,また産湯中のCA含量はきわめて微量でTMNは証明さ

れず, 本疾患とクローム親和細胞鹿とのCA分泌相の違いを示した｡ クローム親和細胞鹿におていBMR

ブドー糖負荷後2時間血糖値は, TMNの高いもので高値を示す｡ ヒスタミン注射により高血圧発作が読
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発された時は勿論, その少量注射で発作未誘発例でも著明なTMN排浬増を得た｡ Reserpine,Bretylum･

tosylate, L-α-methyldopa投与により症状の改善, 排浬値の減少をみるが, これは残存腰湯の薬物治

療の一指針になると思われる｡ L-α-methyldopa投与の1例に一過性の低血糖発作を認めた｡

4) 島性糖尿病, 本症の尿中 TMN 推浬値は有意に高値を示し, ブ ド- 糖経口負荷後有意の増加があ

り, 尿中 TMN排浬増加は CA分泌の増加を推定させ, 本症の病態生理解明の一指標を与えるものであ

る｡

5) 脳下垂体副腎皮質系疾患, Addison病, 汎下垂体機能不全症で尿中 TMN 排浬の増加傾向を認め

る｡ これは低血圧, 低血糖調整機転としての CA 分泌増加を思わせる｡ 一方 Cushing 症候群, 原発性

アル ドステロン症での高値, 副腎性器症候群の2例で有意の高値を示した点は, CA分泌- の ACTH,

あるいは副腎皮質ホルモンの関与をうかがわせるが, ACTH, 合成糖質ステロイ ド剤投 与 に よ りTMN

排雅量は増加せず, SU-4885投与では減少を示すことなどから, ACTH, 副腎皮質ホルモンの交感神経系

- の直接的な関与は明らかでなく, 電解質, 血圧調節, 糖代謝等を介して CA 分泌代謝に影響をおよぼ

すものと推測する｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

新保は各種内分泌疾患のカテコールアミン (CA)の分泌および代謝を検討するために尿中総メタネフリ

ン (TMN), CA および Vani1-mandelicAcid(VMA)値の比較検討を行なった｡

健康成人の TMN 値は平均 0.372±0.090mg/dayであるが, 男性に有意に高 く昼間量は夜間に比 し

高値である｡ TMN値は甲状腺および重体副腎系疾患では機能低下および冗進症のいずれの場合も高値を

示し, 治療により症状の改善とともに正常値に復 した｡TMN は, 健常人に TSH, Triiodothyroxineの

投与により増加したがI ACTH, 副腎皮質ホルモンの投与によっては増加しなかったo その他の種々の

成績から下垂体副腎系ホルモンのカテコールアミンの分泌代謝におよぼす影響は代謝を通 じて行なわれる

ものと推定された｡ クローム親和細胞塵および神経芽細胞塵ではTMNは異常高値を示し, 臼内, 日差変

動著明であった｡塵虜中のCA量は前者では異常高値を,後者では微量であった｡ TMN値とBMRおよび

糖代謝異常の問に相関を認め得た｡ またヒスタミン注射によりTMN の増加を Reserpine, Bretylum-

tosylate, しα一methyldopa投与により, TMNの減少とともに症状の改善をきたした｡

本論文は学術的にも臨床的にも有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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